
  

 

 

 

 

 

 

 

祭りだ祭りだ 

校 長  小 崎 伸 人 

えび祭りが復活します。以前は人と車の多さに驚くほどでしたが、野付に戻ってからの２年間はそんな気

持ちを感じることもできずに過ごしてきました。私自身は海沿いの学校に多く勤めていたために、海にまつ

わる祭りをたくさん経験してきました。歯舞では「こんぶ祭り、おさかな祭り」、根室では「さんま祭り、

かに祭り」、標津では「水・キラリ」、羅臼では「漁火まつり、知床開き」と、学校としても生徒の多くが関

わり地元の祭りを盛り上げていました。残念ながら羅臼の知床開きは今年が最後の祭りとなってしまいま

したが、千人踊り等、生徒が大人に混じって踊る姿は荘厳ささえ感じるほどでした。 

 

野付においても、えび祭りだけではなく、神社祭では子ども神輿に先生も生徒も関わりながら町を練り歩

いていたことを鮮明に覚えています。そのさなか、大人たちの豪快な神輿を横目で見つつ、酒が回るにつれ

て激しさを増すその姿に祭りの持つ独特な高揚感を覚えずにはいられませんでした。かつての教え子世代

が今の祭りを支え、そして、今の生徒たちが未来の祭りを支えるのだろうと考えると感慨深さを感じずには

いられません。世代交代を繰り返しながら地元を盛り上げることに尽力することに対して敬意を捧げたく

思います。また、祭りができなかった期間においても、地元の子どもたちのための新たな祭りを創り出した

方々の行動からも、ふるさと尾岱沼を愛する気持ちが伝わってきます。きっとこれも新しい野付の祭りとし

て根付き、数年後には今の生徒たちが関わってくれることを確信しています。それと共に、久しぶりの開催

となる第６０回えび祭りが成功裏にお開きとなることを心から祈っております。 

 

そして、学校においての祭りは体育祭、文化祭があり、今現在、生徒たちは体育祭の成功に向けて走り出

したところです。それに先立って行われたチーム集会では３年生がリーダーシップを取りながら、様々な取

り決めを行いました。この中では、毎年のように出場種目を決定する際に、もめるとまではいかなくても自

分が出たい種目に出ることができずに嫌な思いをする生徒もいましたが、今年の集会では両チームとも、譲

り合ったり、人気のない種目に進んで移ったりする姿を多く見ることができました。 

３年生としての生活はまだ２か月余り。この短い間においても最上級生としての逞しさを身に付けてい

ることへの嬉しさを感じたのと同時に、その姿を見ている１，２年生がチームのため、友達のため、先輩の

ためへの行動に変わってきています。祭りを通した異学年交流が生徒同士の成長を相互に促し、学校として

また一つ成長していきます。生徒一人一人の頑張りは、それぞれの成長の証です。 

 

「ウサギとカメ」というイソップ童話は有名ですが、この中では自信過剰を戒めるような結末となってい

ます。学校の中においても成長には個人差があり、大人への階段を早く昇る生徒もいれば、一段一段ゆっく

りと昇ったり、二段昇って、一段、もしくは三段降りたりする生徒も存在します。そして、体育祭は競技の

色が強い祭りですから当然のように勝ち負けはつきます。運動が得意な生徒がいれば不得意な生徒もいま

す。しかし、祭りという行事を通して、共に昇り、共に成長できることも多々あり、そこでの成長は学年が

上がるにつれ昇華し、学校をも次の段階へと進めてくれます。もしかするとウサギはカメが来るのを待って

いたのかもしれない、そう思うのも続編でそのウサギは仲間をオオカミから守る役割となっているからで

す。ウサギのように自分の得意分野を活かしながらも仲間を想う優しい気持ち、カメは歩みが遅かろうと自

分のできることを実直にやり通す。それらが融合し、全員が笑顔になるため、すべてを一生懸命に取り組む

体育祭となることを確信しています。どうか、お子様と学校の成長を観に来てください。 
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みんな、野付の子 
さぁ、つながろう！ 

◇あいさつのできる子 ◇ルールや約束を守る子 

◇思いやりのある子    ◇失敗を恐れず挑戦する子 

 

別海町立野付中学校 学校便り 



７月の行事予定 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

日 曜 行  事  等  日 曜 行  事  等  

1 土 週休日 地区中体連大会 通信陸上 17 月 海の日 

2 日 週休日 地区中体連大会 通信陸上 18 火 アマモ学習（３年） 

3 月 体育祭特別日課（～8日） 部活動休止 19 水 ねぎぼうず ＡＬＴ来校 貯金日 アマモ学習予備日 

4 火 朝会A     学校評価開始 20 木 新聞の日 集金日 ＳＣ来校 大掃除 

5 水 ALT来校 21 金 １学期終業集会 職員会議 部活動休止日 

6 木 フッ素洗口 22 土 夏季休業 ※8/16（水）まで 

7 金   23 日 卓球選手権大会カデットの部（中標津） 

8 土 週休日  24 月  

9 日 第49回体育祭 ※雨天順延 25 火 全道中体連陸上（釧路市）※7/27（木）まで 

10 月 振替休業日 26 水 教職員健康診断 

11 火 弁当の日 分掌部会 部活動休止日 27 木 全道中体連柔道（千歳市）※7/2８（金）まで 

12 水 朝会B ALT来校  28 金 全道中体連バレー（留萌市）※7/30（日）まで 

13 木 委員会 学校評価〆切  29 土  

14 金 白鳥号  30 日  

15 土 
週休日 全日本少年軟式野球北海道大会（帯広市～17日） 
北海道陸上競技選手権（網走市～16日） 

31 月  

16 日 週休日  

地区中体連陸上大会記録 入賞者＆全道出場者 6/24(土)・25(日) 釧路市民陸上競技場 

 

T ・ K （３年） 2００ｍ 決勝進出 第5位 ２6．9８   

K ・ K （３年） １００mH 第2位 １５.９３（標準記録突破、大会新記録） 

四種競技 第1位 2215点（大会新記録） 

K ・ R （３年） 1500m 第１位 ５.２８.０９、 800m 第１位 ２.３４.１７ 

S ・ K （２年） ８00m 決勝進出 第４位 ２.45.02 

N ・ M （１年） ２００m 第２位 ３１.０４ 

女子4×100mR （N.M・K.R・S.K・K.K） ５６.４３ 

※第１位及び標準記録突破の生徒は７月25日(火)～27日(木)に釧路市で 

行われる全道大会に出場します。 
 

地区中体連軟式野球大会結果 6/24(土)・25(日) 中標津町営球場 
 
 

 １回戦 VS 計根別学園 ９✕－８ 9回タイブレーク サヨナラ勝 

準決勝 VS 中標津中 １－２２ 敗退 第3位 

アサリの移殖実習遠足（1年） ６/１９日（月） 
 野付漁業協働組合様よりご協力をいただき、野付学「アサリ移殖実習」

を行いました。また、遠足を兼ねて片道３キロの道のりを歩き、アサリ掘

りと移殖作業を行ったあと、お弁当を食べ、キャンプ場でのレクリエーシ

ョンを楽しみました。アサリについての知識と郷土に対する理解を深める

とともに、学級での交流も更に深めることができました。 

第49回体育祭についてお知らせ 
7月９日（日）午前日程にて開催いたします。観覧について人数制限等は設けませんが、タープやテント等の設営はご遠慮いただきますよ

うお願いいたします。また、今年度も生徒のみでの競技実施といたします。子どもたちが練習の成果を存分に発揮できるよう、教職員一同し

っかりサポートしていきます。当日は、白熱の体育祭をぜひ観覧ください。 

【９日（日）雨天の場合は普通登校（午前授業・弁当無し）とし、翌日10日（月）に実施します。その日もお弁当は不要です。】 

 


